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鹿島槍ヶ岳北峰の北側に、カクネ里と呼ばれる谷が

あります。

以前から、この谷に氷河が残っているのではないか

と言われていました。

氷河とは「越年する雪が氷に変化した塊（氷塊）があ

り、その氷塊が重力により動いていること」と定義さ

れています。

しかし、最近まで氷塊の流れを確認する手段が無

かったこと、本格的な登山技術が無ければカクネ里に

到達することが出来ないことなどから、精度の高い調

査は行われていませんでした。

しかし、わずかな移動量を計測できるＧＰＳが出現

したこと、剱岳や立山での調査を経て一定の調査方法

が確立されたことなどから現地調査の実施に現実味を

帯びてきました。

2014年夏、山岳博物館は信州大学山岳科学研究所、

長野県環境保全研究所、富山県立山カルデラ砂防博物

館とともに「カクネ里雪渓（氷河）学術調査団」を組織

し、カクネ里雪渓での氷河調査を開始しました。

昨年は、クライミング技術を持つメンバーにより事

前調査が行われましたが、ルートとなる沢の残雪状況

が、調査本隊の安全性を確保できるレベルでは無いと

判断されたため、調査本隊の入山は見送られました。

現在、今年の夏から秋にかけて氷塊の移動量調査をは

じめ地質や植生などの調査を実施するための準備が進

められています。

国内では、既に立山と剱岳で３つの氷河が発見され

ていますが、長野県内では初めて、かつ国内最大級の

氷河発見となるのか期待がかかります。

（市立大町山岳博物館 指導員）
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先月号の「過去の被害地震」の項で1つ書き洩らしていた

ので追記します。1858年 ( 安政5年 ) には、マグニチュー

ドは5.7とそれほど大きくは見積もられていませんが、大

町で家屋全壊71戸、半壊266戸などの被害をもたらした

地震が発生しています（宇佐美、2003）。被害地域の広が

りから、神城断層南部での地震だったようです。2014年

の神城断層の地震も含めると糸魚川 - 静岡構造線断層帯の

北部での被害地震は300年間で6回に及びます。

被害地震は再び起こる

図5は、2002年から2015年の間に長野県内で起きた

地震の発生回数を月別に表したグラフです。ある程度大き

な地震（本震）のあと、しばらくの間は余震がたくさん起こ

ります。長野県くらいの面積内の解析では、M5以上の地

震が発生すると、地震の回数の増加がグラフ上でも顕著に

読み取れます。

2011年3月11日の東北地方太平洋沖地震（M9.0）以後、

短い期間に全国各地で大きな地震が多発しました。長野県

周辺では3月12日の長野県北部地震、630松本地震、同

年10月5日の北アルプス北部の地震などがそれにあたり

ます。これらの大きな地震の余震発生期間を除いて、3.11

大地震前後の地震発生回数を比べてみると、大震災から3

年を過ぎた2014年に入ってからでも、大地震前に比べ1.5

倍ほどの回数の地震が起こり続けていました。そんな活発

化した地震活動に収束傾向が見えない中、神城断層の地震

は発生したのです。今後も長い期間をおかず、糸魚川 - 静

岡構造線断層帯の北部で M5 〜 M7クラスの地震が発生す

ることは十分に考えられるでしょう。

見えない活断層

右の表は、地震調査研究推進本部が「主要活断層帯の長

期評価の概要」として公開している表を簡略化したもので

す。地震発生確率の高い順に全国7つの断層を示したこの

表中には、長野県内を走る断層帯が糸魚川 - 静岡構造線断

層帯をはじめ、境峠・神谷断層帯、阿寺断層帯など3つも

入っています。長野県民にとっては不安感の増すデータです。

このリストは1995年に阪神・淡路大震災をもたらした

兵庫県南部地震以降に推進された活断層の調査研究の成果

から得られたもので、全国180以上の断層帯が載ってい

ます。ところが、評価の公表が始まった1996年以降に陸

域、沿岸域で発生した地震に限ってみても、2000年の鳥

取県西部地震（M7.3）、2004年新潟県中越地震（M6.8）、

2005年の福岡県北西沖の地震（M7.0）、2007年の能登

半島地震（M6.7）、2007年の新潟県中越沖地震（M6.8）、

2008年の岩手・宮城内陸地震（M7.2）、2011年の長野

県北部地震（M6.7）、同年630松本地震（M5.4）など数々

の被害地震が発生していますが、これらの地震をもたらし

た断層の評価は、間に合っていない、あるいは行われてい

ませんでした。というよりむしろ、それらすべてが活断層

の認識がされていない地域で起こった地震だったので、評

価のしようがなかったのです。神城断層の地震はたまたま、

このリストに載っている断層帯の中で起こりましたが、活

断層が見つかっていない地域でも大きな地震は起こるの

だ、ということをしっかり認識しておくことも大切です。

断層帯名 
（起震断層 / 活動区間）

長期評価で予想した 
地震規模（M）

30 年以内 
地震発生確率

日奈久断層帯 
（八代海区間）

7.3 程度 	 ほぼ 0% ～ 16%

糸魚川 - 静岡構造線断層帯 
（牛伏寺断層を含む区間）

8 程度 
(7½ ～ 8½)

14%

中央構造線断層帯 
（和泉山脈南縁）

7.6 ～ 7.7 程度 	 0.07% ～ 14%

境峠・神谷断層帯 
（主部）

7.6 程度 	 0.02% ～ 13%

阿寺断層帯 
（主部 / 北部）

6.9 程度 	 6% ～ 11%

三浦半島断層群 
（主部 / 武山断層帯）

6.6 程度 
もしくはそれ以上

	 6% ～ 11%

安芸灘断層群（主部） 7.0 程度 	 0.1% ～ 10%

活断層の位置が載っている本やホームページはたくさん

ありますが、地震を起こすであろう活動的な断層にはまだ

まだ見つかっていないものがたくさんあるのです。

なぜ、危険な断層が見逃されてきているのでしょうか。

第一に、地震でできた地下の断層のずれは地表にまで届か

ないことも多く、また地表での変位が小さいとそれを見つ

けることが容易ではないことがあげられるでしょう。第二

に、盆地や平野内の活断層は、その活動後に新たに山地か

ら供給された砂礫などによって埋まってしまうことがあげ

られます。また、火山に近い地域ですと、溶岩や火山灰な

大地震を糧に「地震に備える」 ―2014年11月22日発生の長野県北部の地震（神城断層地震）から学ぶ― 【後編】
津金 達郎　信州大学山岳科学研究所 ／ 小坂 共栄　市立大町山岳博物館専門員・信州大学山岳科学研究所特任教授

さんぱく研究最前線 −北アルプスの自然と人　トピックス−
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図5　長野県周辺の月毎の地震回数（フィリピン海プレート内部を除く深さ60km以浅）

M5未満（折れ線グラフ；左軸は回数）
M5以上（棒グラフ；右軸は回数）
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どによって埋めたてられてしまうこともあるのです。実は

こういった地域は意外に多いのです。

これからの地震に備えるために

私たちは、630松本地震の際に信州大学震動調査グルー

プを結成し、アンケートによる震度調査を行って詳細な震

度分布図を作りました。その成果は一昨年の「山と博物館

（58巻2号）」誌上でも紹介しました。2012-2013年度に

かけては松本市との共同事業として市内のボーリングデー

タを収集し、地震のゆれを増幅するような地盤がどのよう

な地域にどんな厚さで分布しているかをまとめ上げ、各地

域の地盤の「揺れやすさ」を算出し「揺れやすさマップ」を作

成しました。地盤データから得られた地域ごとの「揺れや

すさ」と、アンケート震度で明らかにされていた実際に周

辺よりも強く揺れた地域とにはよい相関があることもわか

りました。アンケートによる震動調査はもちろん、地盤調

査による「揺れやすさマップ」の有効性が確かめられたわけ

です。この「揺れやすさマップ」（図6）、および同時に作成

した地盤図は松本市が進めている地域防災計画の見直し作

業に活用されています。一方で630松本地震を発生させた

断層が未知の断層であったことから、微動アレー探査とい

う手法で、盆地を埋め立てている砂礫層の下に覆い隠さ

れた断層（伏在断層）を探す調査も行いました（図7）。その

結果複数の大規模な断層があることが分かってきました。

2014-2015年度は松本市と同様の事業を大町市と共同で

行っているところで、大町市の「揺れやすさマップ」を作る

ことがもちろん重要な仕事です。 

さて、そんな仕事をしているさ中、神城断層の地震が発

生しました。そこで我々は今回もアンケート調査（白馬村、

小谷村、大町市、長野市などで実施）を行うことにしまし

た。十分な数のアンケート結果が集まり、細かな震度分布

が明らかになれば、大町市の「揺れやすさマップ」作りにも

生かせるでしょう。 「揺れやすさマップ」は直下型の地震

に限らず、海溝型の巨大地震の際にも役立つものです。ま

た、個人個人の地震の際の経験もたくさん集まれば、これ

からの地震に対する防災、減災の大きな手助けとなること

でしょう。
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つぎの方は、年間を通じて博物館の観覧料が無料です。
・大町市内在住の 65 歳以上の方
・大町市内の小学校・中学校に通う児童・生徒の方
（入場の際、受付にてお名前等をご記入ください）博物館のひろば
アートラインシンポジウムを開催！

平成27年１月10日（土）実施

山博・センター合同「救命救急講習会」
平成27年１月15日（木）実施

研修会への講師派遣
平成27年１月21日（水）実施

学校をアートの拠点と位置付け、４年
間にわたり展開された「鎌倉なんとかナー
レ」。中心的企画者の高松智行教諭を大町
市に迎え、記録映像視聴と講演をお聞きし
ました。

仕掛けた大人の予想を遥かに超え、子
供達だけの力で作品を創り、借用料も無い
のに駅の近くに発表の場を探し出し、多く
の来訪者を迎え成功裏に終わったが、ふ
と芽生えた「私はこれをここで終わっていい
の？」という感情が、次の行動へ向かわせる。

芸術を中心に展開する「安曇野アートラ
イン」が主催したシンポジウムでしたが、
大人の思考範囲には収まり切らない子供
たちの発想と可能性を強烈に印象付けた、
聴講者は大満足のシンポジウムでした。

博物館では隔年で、北アルプス広域
連合大町消防署の協力・指導のもと、
いざという時のために、救命救急の講
習会を実施しています。この度は、隣
接する「長野県山岳総合センター」を会
場に、センター職員の皆さんと一緒に
受講しました。

講習の前半では、署員の方に用意し
ていただいた「死戦期」の状態からの蘇
生の映像を見たり、現場での体験を聞
いたりすることで、早くから行う心肺
蘇生がいかに重要であるのかを理解し
ました。後半の実技では、心肺蘇生訓
練用人形を相手に AED（自動体外式除
細動器）を使用した心肺蘇生の手法につ
いて体験しました。

長野県北安曇地方事務所環境課が主催
する自然保護レンジャー及び自然観察イ
ンストラクター等研修会に、当館の学芸
員を講師として派遣しました。当日は、「山
と人の歴史 ―北アルプス後立山連峰周
辺における大きな流れ―」と題した講演
を行いました。

この研修会は、長野県が委嘱し、大
北地域で活動する自然保護レンジャーと
自然保護インストラクターの皆さんの資
質向上を図るために毎年開催されていま
す。今年は当館を会場に開催され、33人
が参加しました。地域の環境保全・自然
保護の現場で活動する方々に、当館の展
示に関わる山岳文化史の概要を知ってい
ただく良い機会となりました。

有線放送・ラジオ放送に出演！サザエさんに山博が登場！
平成27年１月４日（日）～３月29日（日）放送

大町市有線放送電話農業協同組合の
有線放送に平成26年春から、博物館
指導員・専門員・学芸員らが出演し、
季節の話題・旬の話題をお届けして
います。また、平成27年１月20日に
は、ＦＭ石川が毎週火曜日（午後１時
40分～）に放送している「FUN × FUN 
Museum!!」に職員が電話で生出演し、
博物館の展示物や楽しみ方、ミュージ
アムカフェ・ショップのお土産などに
ついて話題をお届けしました。同局で
の山岳博物館の出演は、これが３回目
となります。

平成27年もリスナーの皆さんに、博
物館らしい話題をお届けしますので、
ご期待ください。

  「サザエでございまーす」ではじまる、
フジテレビ系列番組で毎週日曜日（午後
６時30分）に放送されている人気番組

「サザエさん」のあのオープニングに山
岳博物館が国宝「松本城（松本市）」・「善
光寺（長野市）」と並び、平成27年１月
４日～３月29日の間、登場します。

この放送は、サザエさん放送45周年
と長野放送開局45周年の記念として企
画され、長野県内の観光地を紹介する
内容となっています。大町市は「山岳博
物館」と「黒部ダムカレー」が紹介されて
います。

どのようにオープニングで紹介され
るのか是非、一度、ご覧になってみて
ください。

3月号
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Wi-Fi環境を整備
平成27年２月１日（日）～

山岳博物館では、平成27年２月１日
（日）より、博物館内１階ホールやミュー
ジアムカフェ・ショップ「もるげんろー
と」で、Wi-Fi（無料）対応によるサービ
スの提供をはじめました。

これにより、お客様が持参されたス
マートフォンやパソコン、タブレット
ＰＣで、無線 LAN インターネットがご
利用いただけます。また、館外（付属園・
大町公園）でも、サービスのご利用が可
能な場所があります。

Wi-Fi 接続サービスで、より快適に博
物館また周辺施設でのお時間をお過ご
しいただければと思います。

春になった大町市また山岳博物館へ
是非、お越しください。

山岳博物館　市民「無料」開放デー
博物館では、毎月第３日曜日（家庭の日）とその前日
の土曜日を「大町市民無料開放デー」としています。 
3 月は14日（土）と15日（日）です。

編集・発行


